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じ
め
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原
子
力
発
電
の
位
置
付
け

電
力
需
給
の
広
域
化
と
電
源
構
成
の
変
化
（
以
上
、

原
発
立
地
推
進
と
原
発
地
帯
整
備
の
展
開

原
発
地
帯
の
地
域
経
済
と
地
域
問
題

お
わ
り
に

本
号
）

は
じ
め
に

巨
大
電
源
地
帯
の
地
域
振
興
政
策
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
て
き
て
い
る
。
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二

定
化
」
政
策
や
電
源
構
成
の
「
多
様
化
」
政
策
を
具
体
化
す
る
た
め
に
は
、
原
子
力
発
電
所
（
以
下
、
原
発
）
を
基
軸
と
し
た
大
規
模
電

源
施
設
の
立
地
を
強
力
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
他
面
に
お
い
て
大
規
模
電
源
施
設
の
立
地
が
地
域
振
興
に
大
き
く
貢
献
す
る

と
い
っ
た
議
論
の
破
綻
が
既
設
の
立
地
点
で
現
実
化
し
て
き
て
い
る
。
大
規
模
電
源
施
設
の
立
地
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に
は
、
従
前
の

も
の
に
く
わ
え
て
、
電
源
地
帯
の
地
域
政
策
の
あ
ら
た
な
展
開
が
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
原
発
問
題
に
関
す
る
研
究
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。
ま
た
原
発
立
地
が
も
た
ら
す
地
域
問
題
に
関
す
る
研
究
も
少
な
く
な
く
、
先
駆
的

な
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
は
じ
め
、
各
種
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
報
告
、
政
策
立
案
の
た
め
の
委
託
調
査
報
告
、
そ
し
て
研
究
論
文
な
ど
で

進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
地
方
財
政
分
野
で
の
展
開
を
除
け
ば
、
地
域
問
題
に
関
す
る
検
討
は
個
別
分
散
的
な
報

告
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
従
前
の
原
子
力
政
策
や
原
発
地
帯
の
地
域
問
題
に
関
す
る
研
究
を

整
理
し
、
原
発
「
先
進
地
」
の
一
つ
で
あ
る
福
島
県
浜
通
り
双
葉
地
区
の
事
例
を
織
り
込
み
つ
つ
↓
原
発
を
中
心
と
し
た
大
規
模
電
源
施

設
の
立
地
推
進
の
背
景
と
、
立
地
推
進
の
た
め
に
と
ら
れ
て
き
た
地
域
政
策
の
展
開
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
原
発
地
帯
の
地
域
問
題
は
基
本
的
に
は
原
子
力
政
策
の
強
力
な
推
進
が
背
景
に
あ
り
、
こ
の
原
子
力
政
策
の
検
討
な
く
し
て
は
、
な
ぜ

原
発
立
地
が
こ
の
よ
う
に
強
力
に
推
進
さ
れ
、
地
域
政
策
が
出
さ
れ
て
く
る
の
か
が
正
し
く
理
解
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
地
域
政
策
は
立

地
政
策
の
み
か
ら
導
き
だ
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
立
地
政
策
は
原
子
力
政
策
の
み
か
ら
出
て
く
る
も
の
で
も
な
い
。
原
子
力
政

策
の
一
端
の
具
体
化
が
原
発
や
そ
の
他
原
子
力
施
設
の
建
設
で
あ
り
、
そ
の
立
地
推
進
の
円
滑
化
の
た
め
に
地
域
政
策
が
展
開
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

二
　
原
子
力
発
電
の
位
置
付
け
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）

　
原
子
力
政
策
に
関
す
る
研
究
は
か
な
り
す
す
ん
で
お
り
、
こ
こ
で
は
現
段
階
に
お
け
る
原
発
立
地
推
進
に
関
す
る
点
に
限
定
し
て
述
べ

て
お
き
た
い
。

　
、
1
　
総
合
安
保
と
原
子
力
政
策

　
日
本
の
原
子
力
政
策
の
展
開
過
程
は
、
北
村
の
一
連
の
研
究
を
参
考
と
す
れ
ば
、
五
つ
に
時
期
区
分
で
き
る
。
第
一
期
は
一
九
五
四
年
か

ら
五
八
年
ま
で
の
原
子
力
開
発
体
制
の
形
成
の
時
期
で
あ
る
。
第
二
期
は
五
九
年
か
ら
六
四
年
ま
で
の
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
の
時
期
で
あ
る
。

第
三
期
は
六
五
年
か
ら
七
二
年
ま
で
の
急
成
長
・
展
開
期
で
あ
る
。
第
四
期
は
七
三
年
か
ら
七
八
年
ま
で
の
矛
盾
の
累
積
と
社
会
問
題
化

　
　
　
　
．
（
＆

の
時
期
で
あ
り
、
こ
の
間
に
六
件
の
「
原
子
力
発
電
所
設
置
（
変
更
）
に
係
わ
る
異
議
申
し
立
て
及
び
行
政
訴
訟
」
が
お
こ
さ
れ
、
七
八

年
四
月
に
原
告
住
民
の
請
求
棄
却
の
第
一
審
判
決
（
敗
訴
）
が
で
た
。
第
五
期
は
七
九
年
以
降
で
あ
る
が
、
ス
リ
ー
マ
イ
ル
・
ア
イ
ラ
ン

ド
（
T
M
I
）
事
故
な
ど
の
新
た
な
矛
盾
を
含
み
つ
つ
も
、
原
子
力
開
発
が
総
合
安
保
体
制
づ
く
り
の
目
玉
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ら
れ
て
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
強
力
に
推
進
さ
れ
て
い
く
時
期
で
あ
る
。

　
第
五
期
の
原
子
力
政
策
は
総
合
安
全
保
障
政
策
（
以
下
、
総
合
安
保
）
推
進
の
一
環
と
し
て
、
し
か
も
重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
こ
で
総
合
安
保
の
な
か
で
原
子
力
政
策
は
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
、
具
体
化
さ

れ
て
き
て
い
る
か
を
ま
ず
も
っ
て
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
総
合
安
保
の
あ
ら
す
じ
は
、
総
合
研
究
開
発
機
構
（
N
I
R
A
）

が
野
村
総
合
研
究
所
に
委
託
し
た
『
国
際
環
境
お
よ
び
わ
が
国
の
経
済
・
社
会
の
変
化
を
ふ
ま
え
た
総
合
戦
略
の
展
開
』
（
以
下
、
総
合

戦
略
と
略
す
）
に
あ
り
、
こ
の
「
総
合
戦
略
」
の
基
本
は
、
　
『
八
O
年
代
の
通
産
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
』
、
『
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
の
基

本
答
申
』
（
以
下
、
臨
調
答
申
）
と
受
け
継
が
れ
、
『
一
九
八
O
年
代
経
済
社
会
の
展
望
と
指
針
』
（
以
下
、
指
針
）
の
な
か
で
総
合
安

保
と
し
て
具
体
化
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
こ
の
「
総
合
戦
略
」
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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「
総
合
戦
略
」
の
基
本
構
想
は
、
そ
の
上
位
概
念
と
機
能
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
機
能
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
第
一
に

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
と
原
子
力
開
発
戦
略
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
原
子
力
政
策
は
非
常
に
重
要
な
政

策
的
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
機
能
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
第
二
は
「
技
術
開
発
戦
略
と
産
業
構
造
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6
）

戦
略
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
原
子
力
開
発
が
深
く
関
係
す
る
。
つ
ま
り
、
原
子
力
政
策
の
推
進
は
総
合
戦
略
の
な
か
で
非
常
に
重
要
な
位

置
に
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
国
家
財
政
の
破
綻
を
目
の
前
に
し
て
、
中
曽
根
内
閣
は
「
総
合
戦
略
」
を
公
的
に
認
知
さ
せ
る
第
一
歩
と
し
て
、
第
二
臨
時
行
政
調
査

会
（
第
二
臨
調
）
を
発
足
さ
せ
、
「
行
政
改
革
」
に
着
手
し
た
。
第
二
商
調
は
一
九
八
二
年
七
月
三
〇
日
に
『
行
政
改
革
に
関
す
る
第
三

次
答
申
、
基
本
答
申
』
を
だ
し
た
が
、
原
子
力
に
関
し
て
は
、
第
一
部
の
「
行
政
改
革
の
理
念
」
の
な
か
で
は
「
資
源
．
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

食
糧
等
の
基
礎
的
な
物
資
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
」
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
確
保
を
重
点
と
し
て
い
る
。
次
い
で
、
第
二
部
の
な

か
で
原
子
力
は
、
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・
導
入
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
原
子
力
発
電
所
の
立
地
推
進
が
要
と
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

（
1
）

（
2
） 　

包
括
的
な
も
の
と
し
て
、
木
原
正
雄
・
小
野
秀
生
・
道
下
敏
則
編
『
一
二
世
紀
へ
の
原
子
カ
ー
問
わ
れ
る
原
子
力
政
策
の
選
択
一
』
法
律

文
化
社
、
一
九
八
六
年
二
月
。

　
北
村
洋
基
「
日
本
の
原
子
力
政
策
の
形
成
過
程
」
『
経
済
論
叢
』
　
（
京
都
大
学
）
第
一
一
四
巻
第
一
・
二
号
、
一
九
七
四
年
七
．
八
月
。
北
村

洋
基
「
日
本
の
原
子
力
産
業
と
研
究
開
発
し
　
『
経
済
論
叢
』
　
（
京
都
大
学
）
第
一
一
四
巻
第
五
・
六
号
、
一
九
七
四
年
一
一
二
二
月
、
八
○
～

一
二
一
ぺ
ー
ジ
。
北
村
洋
基
「
日
本
の
原
子
力
政
策
と
産
業
－
昭
和
四
〇
年
代
の
研
究
開
発
を
中
心
に
し
て
一
」
『
商
学
論
集
』
第
四
四
巻

第
四
号
、
一
九
七
六
年
三
月
、
一
～
三
ニ
ペ
ー
ジ
。
北
村
洋
基
「
日
本
の
原
子
力
開
発
の
現
段
階
」
『
商
学
論
集
』
第
五
一
巻
第
一
号
、
一
九
八



　
　
　
二
年
一
二
月
、
八
O
～
一
二
一
ぺ
ー
ジ
。
た
だ
し
、
第
四
期
の
終
り
と
第
五
期
の
指
定
は
筆
者
が
行
な
っ
た
。

　
（
3
）
　
原
子
力
開
発
利
用
長
期
計
画
は
、
一
九
五
六
年
九
月
（
内
定
）
、
六
一
年
二
月
（
決
定
、
以
下
同
じ
）
、
六
七
年
四
月
、
七
二
年
六
月
、
七
八
年

　
　
　
九
月
、
八
二
年
六
月
の
六
回
策
定
さ
れ
て
い
る
。

　
（
4
）
　
「
総
合
戦
略
」
は
石
油
危
機
以
降
の
国
際
環
境
の
変
化
の
な
か
で
日
本
は
ど
う
「
い
き
残
る
」
か
、
す
な
わ
ち
国
際
的
相
互
依
存
性
を
保
ち
つ

　
　
　
つ
自
国
の
利
益
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
基
本
命
題
を
提
出
し
、
こ
れ
へ
の
「
国
家
的
対
応
」
の
基
本
構
想
を
う
ち

　
　
　
た
て
る
乙
と
に
目
標
を
置
い
た
。
国
家
目
標
と
し
て
は
、
よ
り
望
ま
し
い
生
き
方
で
の
生
存
、
独
立
、
安
全
、
国
際
的
責
任
の
自
覚
に
よ
る
自

　
　
　
己
実
現
、
な
ど
の
四
つ
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
大
前
提
と
し
て
日
米
安
全
保
障
条
約
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
総
合
戦

　
　
　
略
」
は
日
米
安
全
保
障
条
約
の
制
約
下
で
の
国
家
目
標
を
う
ち
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
5
）
　
基
本
構
想
の
上
位
概
念
は
五
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
原
子
力
発
電
関
係
に
つ
い
て
は
「
a
日
本
の
自
己
主
張
を
効
果
的
に
行
な
う
た
め

　
　
　
の
パ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
・
パ
ワ
ー
を
強
化
す
る
対
策
」
の
な
か
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
全
体
の
論
調
か
ら
す
れ
ば
、
産
業
構
造
の
高
度
化
を
超
え
る

　
　
　
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
も
理
解
で
き
る
。

　
（
6
）
　
そ
の
他
の
機
能
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
安
全
保
障
と
危
機
管
理
、
南
北
問
題
、
ア
メ
リ
カ
・
E
C
と
の
協
力
、
な
ど
で
あ
る
。

　
　
2
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
原
発
推
進

　
「
総
合
戦
略
」
で
は
、
石
油
供
給
の
頭
打
ち
を
前
提
と
し
た
議
論
を
組
み
、
西
暦
二
千
年
に
向
け
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
原
子
力
に

収
斂
さ
せ
る
方
向
を
明
確
に
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
繋
ぎ
と
し
て
石
炭
系
、
ガ
ス
系
な
ど
供
給
源
の
多
様
化
、
石
油
供
給
先
の
分
散
化
、
省

エ
ネ
な
ど
の
政
策
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
が
た
て
ら
れ
、
と
く
に
こ
の
「
総
合
戦
略
」
が
構
想
さ
れ
た
時
点
で
は
原
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
）

コ
ス
ト
は
安
い
も
の
と
し
て
「
計
算
」
さ
れ
て
い
た
。
原
発
立
地
推
進
の
戦
略
は
『
一
九
八
○
年
代
経
済
社
会
の
展
望
と
指
針
』
　
（
一
九

八
○
年
八
月
）
の
な
か
で
さ
ら
に
明
確
に
な
る
。
こ
の
『
展
望
と
指
針
』
は
第
二
臨
調
の
基
本
答
申
を
受
け
て
、
行
政
改
革
・
財
政
改
革

　
　
－
原
発
立
地
推
進
と
地
域
政
策
の
展
開
　
　
（
一
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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六

の
推
進
に
よ
る
「
弾
力
性
」
健
全
性
」
の
確
保
、
知
識
集
約
を
目
指
し
た
産
業
構
造
の
高
度
化
、
民
間
活
力
の
利
用
、
国
際
協
力
の
推
進

等
の
四
つ
を
重
点
と
し
て
お
り
、
原
子
力
政
策
は
「
活
力
あ
る
経
済
社
会
の
建
設
」
の
な
か
の
「
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進
」
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
。
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
基
本
方
針
は
、
　
「
今
後
と
も
石
油
の
安
定
供
給
確
保
を
図
り
つ
つ
、
石
油
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
導
入
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
多
様
化
を
進
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
σ
確
保
を
図
る
」
の
で
あ
り
、
そ
の
際
「
経
済

性
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
需
要
者
側
の
ニ
ー
ズ
、
導
入
の
た
め
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
等
総
合
的
に
判
断
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
最
適
ミ
ッ
ク

ス
を
目
指
す
」
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
具
体
的
な
原
子
力
政
策
で
は
、
在
来
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
適
ミ
ッ
ク
ス
の
中
核
を
担
う
も
の
と
し
て
、
原
子
力
発
電
の
推
進
が
第
一
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
原
子
力
は
、
自
主
的
な
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
確
立
と
相
ま
っ
て
、
供
給
安
定
性
が
高
く
、
経
済
性
に
優
れ
た
準
国
産

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
電
力
供
給
の
中
核
的
役
割
を
担
う
も
の
と
し
て
、
そ
の
開
発
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
し
、
　
「
こ
の
た
め
、
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
の
確
保
を
前
提
と
し
つ
つ
、
信
頼
性
の
向
上
等
を
図
る
た
め
、
軽
水
炉
の
改

良
標
準
化
等
軽
水
炉
技
術
の
一
層
の
定
着
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ウ
ラ
ン
資
源
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
新
型
動
力
炉
の
研
究
開
発

を
進
め
る
。
さ
ら
に
、
国
際
的
見
地
か
ら
核
不
拡
散
体
制
の
確
立
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
ウ
ラ
ン
資
源
の
確
保
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
、
核
燃

料
加
工
、
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
、
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
な
ど
各
部
門
の
整
合
性
の
と
れ
た
整
備
、
い
わ
ゆ
る
枝
燃
料
サ
イ
ク

ル
の
確
立
に
努
め
る
」
こ
と
が
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
番
目
に
は
こ
れ
ら
原
子
力
関
係
施
設
の
立
地
推
進
の
た
め
の
地
域
政
策
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
「
原
子
力
発
電
所
、
再
処
理

工
場
等
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
関
連
施
設
、
…
各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
の
立
地
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
開
発
の
一
斑
と
し
て
捉

え
、
地
域
経
済
社
会
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
進
め
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
理
解
を
得
る
と
と
も
に
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
、
安
全
・



環
境
保
全
対
策
を
推
進
す
る
」
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
準
国
産
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
と
し
て
の
原
子
力
発
電
の
推
進
は
総
合
安
保
の
基
盤
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
推
進
は
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
確
立
に
よ
っ
て
「
保
証
」
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
確
立
の
た
め
に
は
原
子
力
関
連
諸
施
設
の
国
内
立

地
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
立
地
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
一
手
段
と
し
て
開
発
を
含
め
た
様
々
な
地
域
政
策
が
展
開
さ
れ

て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
地
域
政
策
は
原
発
立
地
に
付
随
し
て
展
開
さ
せ
ら
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
り
、
逆
で
は
な
い
。
原
発
立
地
の
動

向
は
、
基
本
的
に
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
『
展
望
と
指
針
』
の
決
定
を
う
け
て
、
一
九
八
三
年
一
一
月
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
需
給
部
会
企
画
専
門
委
員
会
は
『
長
期
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
見
通
し
』
を
こ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
改
定
し
た
。
こ
の
見
通
し
に
よ
る
と
、
八
二
年
度
の
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
実
績
は
石
油

換
算
で
三
・
八
八
億
M
で
あ
り
、
そ
の
供
給
源
構
成
は
石
油
六
一
・
九
％
、
石
炭
一
八
・
五
％
、
天
然
ガ
ス
七
・
○
％
、
原
子
力
六
・
九

％
、
水
力
五
・
四
％
、
そ
の
他
○
・
三
％
で
あ
っ
た
が
、
九
〇
年
度
で
は
全
体
で
一
・
一
九
倍
の
四
・
六
億
M
が
想
定
さ
れ
、
供
給
源
に

お
け
る
原
子
力
は
一
〇
・
八
％
と
大
き
な
割
合
を
占
め
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
八
年
間
に
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
石
油
換
算

量
で
一
七
三
〇
万
M
か
ら
三
四
〇
〇
万
M
へ
と
一
・
九
七
倍
に
増
大
す
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
九
五
年
度
に
は
、
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

給
量
五
・
三
億
短
の
一
四
％
が
原
子
力
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
と
計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
』
と
あ
い
前
後
し
て
『
電
気
事
業
審
議
会
需
給
部
会
中
間
報
告
』
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
で
は
、

電
気
事
粟
を
取
り
巻
く
環
境
と
電
か
需
給
問
題
へ
の
新
た
な
対
応
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
環
境
条
件
と
し
て
は
石
油
供
給
元
の
O
P
E
C
諸

国
の
動
向
、
国
内
で
の
産
業
構
造
の
素
材
型
か
ら
加
工
組
立
型
へ
の
変
化
と
民
生
需
要
の
増
大
を
概
観
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
構
造
の
雷

　
　
　
（
3
）

カ
シ
フ
ト
の
な
か
で
電
力
へ
の
低
コ
ス
ト
要
求
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
と
ら
え
、
「
こ
の
よ
う
な
電
力
需
要
の
増
加
に
対
応

　
　
－
原
発
立
地
推
進
と
地
域
政
策
の
展
開
　
　
（
一
）
1
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文
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

し
、
電
力
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
引
き
続
き
、
電
源
の
脱
石
油
化
・
多
様
化
を
図
り
な
が
ら
、
着
実
な
電
源
開
発
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
す
る
。

　
脱
石
油
化
・
多
様
化
は
原
子
力
を
中
心
と
し
て
実
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
電
力
需
要
の
実
績
は
一
九
八
二
年
で
は
総
需
要
で
六
五

八
○
轟
時
で
曹
、
う
ち
星
用
四
二
・
九
％
、
産
業
用
五
七
二
％
と
い
う
蔑
で
あ
っ
た
が
、
九
五
年
の
見
通
し
を
七
六
八
○
億

四
時
と
し
、
そ
の
構
成
を
民
生
用
四
四
・
七
％
、
産
業
用
五
五
・
三
％
と
想
定
し
て
い
る
。
こ
の
需
要
増
加
に
み
あ
う
電
力
供
給
の
電
源
構

成
は
明
確
に
石
油
・
L
P
G
か
ら
原
子
力
・
石
炭
へ
傾
斜
さ
せ
て
い
る
。
電
源
施
設
別
動
向
は
、
石
油
・
L
P
G
が
六
三
四
三
万
W
（
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
k

二
年
）
か
ら
四
九
8
轟
（
九
五
年
）
へ
と
減
少
喜
る
の
録
し
て
、
原
子
力
は
一
七
天
万
Ψ
ら
四
八
8
万
喫
、
ま
た
石

炭
は
六
六
五
万
W
か
ら
二
一
〇
〇
万
W
へ
と
大
幅
に
増
加
さ
せ
る
計
画
を
た
て
て
い
る
。
総
電
力
量
レ
ベ
ル
で
は
原
子
力
へ
の
傾
斜
は
さ

　
　
　
　
　
　
k
　
　
　
　
　
　
　
　
　
k

ら
に
強
く
な
り
、
δ
一
八
轟
時
か
皇
八
五
・
轟
時
へ
と
一
一
・
八
・
億
、
構
成
比
で
も
一
九
孟
％
か
ら
三
五
％
髪
る
よ
う

に
計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
原
発
の
推
進
は
単
に
電
力
供
給
と
い
う
次
元
に
と
ど
ま
ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
全
体
で
も

主
役
に
す
る
と
い
う
戦
略
の
な
か
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
原
子
力
発
電
の
コ
ス
ト
が
安
い
と
い
う
出
発
点
は
一
九
五
七
年
一
二
月
の
「
発
電
用
原
子
炉
開
発
の
た
め
の
長
期
計
画
」
に
あ
り
、
「
原
子
力

　
　
　
発
電
は
、
コ
ス
ト
の
点
か
ら
み
れ
ば
初
期
に
お
い
て
既
に
在
来
の
火
力
と
匹
敵
し
、
さ
ら
に
数
年
後
に
お
い
て
は
、
最
新
鋭
の
重
油
専
焼
火
力
と

　
　
　
十
分
匹
敵
し
う
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
以
後
は
原
子
力
発
電
の
方
が
有
利
に
な
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
」
　
（
原
子
力
委
員
会
『
原
子
力
年
報

　
　
　
昭
和
三
二
年
度
』
一
四
六
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
原
子
力
の
発
電
コ
ス
ト
は
安
い
と
の
試
算
が
繰
り
返
し
な
さ
れ
て
き
た
。
最
近
に

　
　
　
お
い
て
も
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
や
廃
炉
等
の
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
の
費
用
を
加
え
て
も
原
子
力
発
電
の
他
電
源
に
対
す
る
経
済
的
有
利
性
は

　
　
　
今
後
と
も
ゆ
る
が
な
い
と
の
「
原
発
コ
ス
ト
モ
デ
ル
」
が
公
表
さ
れ
て
い
る
（
矢
島
正
之
・
牧
野
文
夫
「
原
子
力
発
電
コ
ス
ト
モ
デ
ル
」
『
電
力



七

　
　
　
経
済
研
究
』
第
一
七
号
、
・
一
九
八
三
年
七
月
、
九
九
～
一
一
五
ペ
ー
ジ
）
。
レ
か
し
、
原
発
コ
ス
ト
計
算
は
意
図
的
に
安
価
に
算
出
さ
れ
て
き
て

　
　
　
お
り
（
北
村
洋
基
「
原
子
力
発
電
の
経
済
学
的
意
義
」
『
エ
ネ
ル
ギ
■
と
レ
て
の
原
子
力
発
電
と
そ
の
安
全
性
一
原
子
力
発
電
問
題
全
国
シ
ン

　
　
　
ポ
ジ
ウ
ム
（
東
京
）
報
告
集
』
日
本
科
学
者
会
議
、
一
九
八
二
年
三
月
、
一
七
5
二
五
ぺ
、
ジ
。
五
藤
　
香
「
原
発
の
発
電
原
価
を
め
ぐ
る
問
題

　
　
　
点
」
『
市
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
白
書
』
日
本
評
論
社
、
一
九
八
二
年
一
〇
月
、
七
八
～
八
六
ペ
ー
ジ
。
）
、
こ
の
モ
デ
ル
で
も
発
電
コ
ス
ト
計
算
に
は

　
　
　
多
く
の
不
確
実
性
が
伴
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
2
）
　
電
力
シ
フ
ト
、
す
な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
に
占
め
る
電
力
の
割
合
が
増
大
し
て
き
た
要
因
と
し
て
、
斉
藤
他
は
次
の
四
点
を
指
摘
し
て
い

　
　
　
る
。
一
、
脱
石
油
を
中
心
と
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進
め
る
た
め
に
製
造
工
程
な
ど
を
変
更
し
た
が
、
こ
の
変
更
が
電
力
消
費
を
高
め
た
。
二
、

　
　
　
産
業
構
造
の
高
度
化
、
高
付
加
価
値
化
を
進
め
る
た
め
に
は
よ
り
高
い
加
工
度
の
製
品
生
産
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
製
品
生
産
は
石
油
よ

　
　
　
り
も
電
力
を
多
く
消
費
す
る
。
三
、
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
く
ら
べ
て
電
力
は
必
需
品
と
し
て
の
性
格
を
強
く
も
ち
、
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
代

　
　
　
替
が
容
易
で
な
い
。
四
、
高
能
率
化
や
生
活
水
準
の
向
上
、
更
に
は
環
境
対
策
の
前
進
な
ど
が
電
力
需
要
を
増
大
さ
せ
る
（
斉
藤
雄
志
・
大
庭
靖

　
　
　
男
・
七
原
俊
也
・
伊
藤
浩
吉
「
電
力
需
要
動
向
と
電
源
構
成
」
　
『
電
力
経
済
研
究
』
第
一
八
号
、
一
九
八
五
年
一
月
）
。

　
　
3
　
原
発
推
進
の
産
業
連
関

　
原
発
建
設
砂
産
業
連
関
効
果
は
小
さ
く
な
い
。
第
1
図
は
一
九
五
六
年
以
降
の
原
子
力
関
係
支
出
高
の
推
移
を
し
め
し
て
い
る
。
政
府

原
子
力
予
算
は
民
間
の
そ
れ
ほ
ど
は
増
加
率
は
大
き
く
な
い
も
の
の
、
六
一
二
年
に
一
百
億
円
を
こ
え
、
七
五
年
に
一
千
億
円
を
こ
え
、
八

三
年
に
は
三
千
億
円
弱
の
二
九
一
九
億
円
に
達
し
て
い
る
。
政
府
原
子
力
予
算
を
除
い
た
民
間
の
総
支
出
高
は
、
五
六
年
で
は
八
億
円
で

あ
っ
た
の
が
、
六
〇
年
に
は
一
百
億
円
を
こ
え
、
さ
ら
に
六
九
年
に
は
一
千
億
円
を
、
七
七
年
に
は
一
兆
円
を
こ
え
、
八
三
年
に
は
三
兆

円
に
迫
る
二
兆
九
六
二
〇
億
円
に
達
し
て
お
り
、
下
凸
の
二
次
曲
線
的
な
様
相
で
急
激
な
増
加
を
示
し
て
い
る
。
民
間
原
子
力
総
支
出
は

電
気
事
業
と
鉱
工
業
と
で
ほ
と
ん
ど
が
占
め
ら
れ
て
お
り
、
八
三
年
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
五
三
．
七
％
と
四
六
．
一
％
で
あ
っ
た
。

　
　
－
原
発
立
地
推
進
と
地
域
政
策
の
展
開
　
　
（
一
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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　第1図　原子力関係総支出寓の推移
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2図電気事業の原子力関係支出寓1983年ﾐ

■準備費．　　3．96％ﾐ

翻建設費　52．78％ﾐ

核燃料費　　20．41％ﾐ

囹運転維持費21．71彩ﾐ

アイソトープ利用費『0 D03男ﾐ

堅原子力機関への出資等1．11多ﾐ

料：日本原子力産業会議「原子力ポケットブック昭和61年版」ﾐ

　
　
一
〇
ﾐ

第
2
図
は
一
九
八
三
年
ﾐ

お
け
る
電
気
事
業
の
原
ﾐ

力
関
係
支
出
高
の
構
成
ﾐ

し
め
し
た
も
の
で
あ
ﾐ

。
総
領
は
一
兆
五
九
一
ﾐ

億
円
で
あ
り
、
最
も
大
ﾐ

い
割
合
を
し
め
て
い
る
ﾐ

が
建
設
費
で
五
二
・
八
ﾐ

（
八
三
九
五
億
円
）
を
ﾐ

め
た
。
建
設
費
は
土
ﾐ

、
家
屋
、
機
械
装
置
な
ﾐ

の
直
接
費
と
間
接
費
と
ﾐ

ら
な
り
、
そ
の
な
か
で
ﾐ

機
械
装
置
が
最
も
多
く
ﾐ

二
九
九
億
円
で
あ
っ
ﾐ

。
な
お
建
設
費
は
八
○
ﾐ

以
降
五
割
前
後
で
第
一
ﾐ



80GO

繍

第3図鑑工業の部門別原子力関僚宰出　1983年

　　　　　　　　　　　　　　　億円

　　　　0　　　　2000　　　4006　　　6

V
”
・

”〃”

地　　原子炉機材

推　　核燃料サイクル
進
と　　RI放射線機器
地
域　発変電機器
政　　建設土木
策
の　その他製造

展　　RI放射線の利用
開

　　海外技術導入貧

血　　原子力機関へ出資

ロ
1　・　　資料：障資料：日本原子力産業会議「原子力ポケットブック昭和61年版」

位
を
占
め
て
き
て
い
る
が
、
七
九
年
で
は
三
四
・
七
％
で
核
燃
料
費
よ
り
少
な
か

っ
た
。
次
い
で
大
き
い
の
は
運
転
維
持
費
で
全
体
の
二
一
・
七
％
（
三
四
五
六
億

円
）
で
あ
っ
た
。
運
転
維
持
費
は
修
繕
費
、
人
件
費
、
保
険
費
、
諸
税
そ
の
他
か

ら
な
り
、
修
繕
費
が
二
二
〇
五
億
円
で
あ
り
、
固
定
資
産
税
等
の
諸
税
は
三
四
九

億
円
で
あ
っ
た
。
な
お
運
転
維
持
費
は
七
九
年
以
降
全
体
の
二
割
前
後
を
し
め
て

き
て
い
る
。
核
燃
料
費
は
七
九
年
で
は
四
二
・
○
％
を
し
め
て
い
た
が
、
八
○
年

以
降
は
二
割
強
に
落
ち
、
八
三
年
で
は
二
〇
・
四
％
の
三
二
四
九
億
円
で
あ
っ

た
。
そ
の
他
で
は
試
験
開
発
研
究
費
を
含
む
準
備
費
が
四
・
二
％
、
原
子
力
関
係

機
関
へ
の
出
資
金
・
会
費
・
負
担
金
が
一
・
一
％
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
利
用
費
が
0

・
○
％
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
第
3
図
は
八
三
年
の
鉱
工
業
原
子
力
関
係
支
出
総
額
一
兆
二
九
七
五
億

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

円
の
部
門
別
構
成
を
掲
げ
て
い
る
。
最
も
額
が
大
き
い
の
は
原
子
炉
機
材
の
八
千

億
円
で
あ
り
、
全
体
の
六
一
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。
以
下
、
建
設
土
木
の
一
四

五
七
億
円
（
二
・
二
％
）
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
一
三
二
一
億
円
（
九
・
五
％
）

等
々
と
続
く
。
第
4
図
は
こ
れ
を
業
種
別
に
見
た
も
の
で
あ
る
。
産
業
連
関
効
果

が
最
も
大
き
い
の
は
電
気
機
器
製
造
業
で
あ
り
、
三
五
．
三
％
の
四
五
七
七
億
円

に
達
し
て
い
る
。
次
い
で
建
設
業
の
三
〇
八
一
億
円
（
二
三
・
八
％
）
、
造
船
造
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



第4図鉱工業の彙種別原子力関僚支出総額1983年

水産業

蝶建設業
原子力専業．
食料品製造業
繊維品製造業
紙・パルプ製造業
化学工業
医薬品製造業

石油石炭製品製造業
ゴム製品製造業
窯業土石製品製造業
鉄鋼業
非鉄金属製造業
金属製品製造業
機械製造業
電気機器製造業
輸送機器製造業
造船造機業
精密機器製造業
その他製造業
ガス・水道業
自家発・共同電力
運輸・通信業
その他

　　　　　　　　0 1000－　2000

億円

㎜ 4㎜
5000

一
論

文
1

資料：日本原子力産業会議「原子力ポケットブック昭和61年版」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

機
業
の
二
六
六
二
億
円
（
二
〇
五
％
）
で
あ

り
、
主
要
三
業
種
で
八
六
・
八
％
を
し
め
た
。

そ
し
て
こ
れ
ら
は
部
門
別
構
成
と
の
か
か
わ
り

で
み
れ
ば
、
圧
倒
的
に
原
発
建
設
に
伴
う
産
業

連
関
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
九
電
力
会
社
の
設
備
投
資

そ
の
も
の
が
、
例
え
ば
八
三
年
で
は
三
兆
二
三

八
八
億
円
と
い
う
よ
う
に
膨
大
な
も
の
で
あ

り
、
そ
の
二
一
・
六
％
に
あ
た
る
七
〇
〇
六
億

円
が
原
子
力
電
源
工
事
で
あ
る
こ
と
や
、
■
九
・

O
％
の
二
九
一
二
億
円
が
枝
燃
料
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
景
気
浮
揚
策
の

ひ
と
つ
に
原
発
建
設
は
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　
原
子
炉
商
用
化
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て

い
く
も
う
一
つ
の
要
因
は
、
国
際
分
業
の
な
か

で
、
．
日
本
が
「
生
き
残
る
」
た
め
の
産
業
構
造



第5図原発機器国産化率の推移

　　　　』

　　　　一

●
　　口■燭

　　　■

　　噂■■

■　　■

　　”

■

■

口

　■

■

燭

■
臨

　85

年

　80

75

70

　80　　　100

機器総額）X100
版」

　　　　　　　　　　　噂
　　　65
　　　　0　　　20　　　40　　　60

　　　　　　　　　　　国産化率（紛

注）国産化率＝（国内メーカー製作機器額／

資料：原子力委員会編「原子力白書昭和59年

一
原
発
立
地
推
進
と
地
域
政
策
の
展
開
　
　
（
一
）
1

の
転
換
、
す
な
わ
ち
先
端
産
業
化
と
し
て
の
「
技
術
立
国
」
へ
の
転
換
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

関
連
性
の
な
か
に
あ
る
。
そ
し
て
「
技
術
立
国
」
の
一
翼
を
担
う
プ
ラ
ン
ト

輸
出
の
一
つ
と
し
て
原
子
炉
輸
出
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
で
の
原
発
建
設
の
停
止
に
と
も
な
う
代
替
的
商

用
化
実
験
を
日
本
で
行
う
と
い
う
国
際
的
関
連
性
を
も
注
意
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
い
。

　
確
か
に
原
発
機
器
の
国
産
化
率
は
第
5
図
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
高
ま

っ
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
国
産
化
率
は
一
九
六
六
年
に
建
設
さ
れ
た
東
海

発
電
所
の
三
五
％
か
ら
七
〇
年
の
美
浜
原
発
の
六
二
％
へ
と
伸
び
、
さ
ら
に

七
五
年
以
降
日
本
企
業
が
主
契
約
者
と
な
り
、
原
子
炉
系
の
機
器
が
国
産
品

で
充
足
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
産
化
率
は
九
割
を
こ
え
た
。
八
二
年
以
降

に
は
国
産
化
率
は
実
に
九
八
～
九
九
％
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
運
転
技
術
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

は
ア
メ
リ
カ
を
完
全
に
抜
き
、
日
本
独
自
の
原
子
炉
の
登
場
が
言
わ
れ
る
よ

　
　
　
　
（
5
）

う
に
な
っ
た
が
、
な
お
主
要
技
術
に
関
し
て
は
G
E
や
W
H
な
ど
の
ア
メ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

力
企
業
に
依
存
し
な
け
れ
ば
や
っ
て
い
け
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
（
1
）
　
「
わ
が
国
の
原
子
力
関
連
産
業
の
特
徴
は
、
一
、
軽
水
炉
を
中
心
に
再
転

　
　
　
換
↓
成
形
・
加
工
↓
原
子
炉
の
分
野
に
多
く
の
関
連
メ
t
カ
ー
が
集
中
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三



靴

1
論
　
。
　
　
文
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

　
　
二
、
そ
の
中
で
も
原
子
力
五
グ
ル
ー
プ
、
と
く
に
三
菱
、
東
京
原
子
力
（
日
立
な
ど
）
、
三
井
グ
ル
ー
プ
が
主
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

　
　
と
、
三
、
一
方
、
採
算
面
で
は
総
じ
て
あ
ま
り
よ
く
な
い
傾
向
、
な
ど
に
要
約
さ
れ
る
。
」
（
山
一
証
券
経
済
研
究
所
『
一
九
八
五
産
業
統
計
』
一
、

　
　
九
八
五
年
四
月
、
二
六
ペ
ー
ジ
）
。

（
2
）
　
『
主
要
座
乗
の
設
備
投
資
計
画
』
　
（
通
産
省
）
に
よ
れ
ば
、
八
三
年
度
に
お
け
る
全
体
の
実
績
は
一
一
．
兆
八
九
四
億
円
で
あ
り
、
う
ち
電
力
は

　
　
三
兆
四
四
六
〇
億
円
で
全
体
の
三
一
・
七
％
を
占
め
た
。
そ
し
て
電
力
設
備
投
資
実
績
は
七
〇
年
代
前
半
で
は
二
割
強
で
あ
っ
た
の
が
、
七
〇
年

　
　
代
後
半
以
降
三
割
強
を
ず
っ
と
維
持
し
て
き
て
い
る
。

（
3
）
　
通
産
省
産
業
構
造
審
議
会
編
『
八
O
年
代
の
通
産
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
』
通
商
産
業
調
査
会
、
一
九
八
0
年
四
月
。

（
4
）
　
原
発
施
設
利
用
率
が
、
例
え
ば
「
東
電
の
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
一
号
機
は
連
続
運
転
四
〇
〇
日
の
記
録
」
を
つ
く
り
、
七
九
年
に
は
五

　
　
四
・
六
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
八
三
年
に
は
七
〇
拓
台
に
達
し
て
「
運
転
技
術
で
は
完
全
に
米
国
を
抜
い
た
」
（
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
八
四
年

　
　
五
月
一
六
日
）
。

（
5
）
　
「
A
－
B
W
R
（
新
型
沸
騰
水
炉
）
、
A
－
P
W
R
（
新
型
加
圧
水
炉
）
と
呼
ば
れ
る
日
本
生
ま
れ
の
原
子
炉
の
登
場
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
。

　
　
A
－
B
W
R
は
東
芝
、
日
立
製
作
所
と
米
国
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（
G
E
）
社
が
手
を
組
み
東
京
電
力
な
ど
わ
が
国
政
府
が
資
金
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
技
術
の
両
面
で
強
力
開
発
中
だ
。
東
芝
、
日
立
と
G
E
は
三
社
が
ま
っ
た
く
対
等
（
傍
点
は
引
用
者
、
以
下
同
じ
）
の
チ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
。

　
　
改
良
標
準
化
計
画
に
よ
り
G
E
型
原
発
を
わ
が
国
の
自
主
技
術
で
手
直
し
し
た
現
在
の
新
鋭
原
発
と
異
な
り
、
一
か
ら
日
本
型
に
つ
く
り
か
え
る

　
　
の
を
目
指
す
。
A
I
P
W
R
も
同
様
に
三
菱
重
工
が
ウ
ェ
ス
チ
ン
グ
・
ハ
ウ
ス
と
組
み
関
西
電
力
な
ど
P
W
R
グ
ル
ー
プ
が
支
援
し
て
い
る
。
」

　
　
（
『
日
本
経
済
新
聞
』
八
四
年
五
月
一
九
日
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　

（
6
）
　
例
え
ば
、
対
中
国
原
発
輸
出
商
談
で
も
、
西
独
、
仏
、
英
国
の
欧
州
勢
に
対
抗
し
て
日
米
企
業
の
連
合
構
想
が
出
さ
れ
た
が
、
　
「
主
と
し
て
米

　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
側
が
全
体
設
計
と
原
子
炉
の
製
造
を
受
け
持
ち
、
日
本
側
が
圧
力
容
器
や
発
電
機
、
タ
ー
ビ
ン
な
ど
い
わ
ゆ
る
二
次
系
計
器
を
供
給
す
る
」
（
『
日

　
　
本
経
済
新
聞
』
八
四
年
四
月
二
九
日
）
と
い
っ
た
「
分
業
」
体
制
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。



三
　
電
力
需
給
広
域
化
と
電
源
構
成
の
変
化

　
原
発
推
進
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
産
業
構
造
政
策
と
い
っ
た
政
治
経
済
的
背
景
を
も
っ
て
強
力
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
原
発
が
具
体
的

な
立
地
形
隙
を
と
る
に
あ
た
っ
て
は
、
原
発
そ
の
も
の
が
も
つ
安
全
性
の
未
確
立
問
題
や
、
経
済
財
率
が
追
求
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
派
生

す
る
発
電
設
備
の
巨
大
規
模
化
、
集
中
化
問
題
、
そ
し
て
原
発
稼
働
率
の
高
度
化
が
も
た
ら
す
恒
常
的
な
ブ
ロ
ッ
ク
間
電
力
需
給
不
均
衡

を
「
解
決
す
る
」
た
め
の
広
域
運
営
の
強
化
問
題
な
ど
と
の
関
連
性
を
検
討
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
発
の
安
全
性
問
題
は
地

域
政
策
に
か
か
わ
る
論
点
と
し
て
四
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
三
で
は
原
発
立
地
の
動
き
を
電
力
需
給
広
域
運
営
化
や
電
源
構
成
変
化
と

の
係
わ
り
で
と
ら
え
て
お
こ
う
。

　
　
1
　
水
力
電
源
開
発
と
電
力
需
給
の
広
域
化

　
電
力
需
給
の
広
域
運
嘗
は
、
一
九
五
一
年
五
月
の
ポ
ツ
ダ
ム
政
令
に
よ
り
日
本
発
送
電
お
よ
び
九
配
電
会
社
が
九
ブ
ロ
ッ
ク
に
地
域
分

割
さ
れ
、
発
送
配
電
一
貫
経
営
を
お
こ
な
う
九
電
力
会
社
に
編
成
替
え
さ
れ
た
時
点
か
ら
課
題
と
し
て
存
在
し
た
。
一
九
五
〇
年
代
に
あ

っ
て
は
、
発
電
施
設
の
不
足
に
よ
る
電
力
供
給
の
絶
対
的
不
足
に
、
電
力
供
給
の
主
力
が
水
力
発
電
で
あ
る
こ
と
か
ら
発
生
す
る
電
力
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

給
の
季
節
的
な
過
不
足
が
重
な
っ
て
、
と
り
わ
け
ブ
ロ
ッ
ク
毎
で
の
電
力
の
著
し
い
需
給
不
均
衡
が
目
に
あ
ま
っ
た
。
こ
れ
に
対
応
す
る

た
め
、
一
方
に
お
い
て
は
電
力
供
給
の
絶
対
量
を
増
や
す
た
め
に
国
土
総
合
開
発
法
に
基
づ
く
特
定
地
域
開
発
計
画
を
電
源
開
発
に
傾
斜

さ
せ
つ
つ
、
他
方
に
お
い
て
は
ブ
ロ
ッ
ク
間
で
の
需
給
不
均
衡
を
「
広
域
運
営
」
で
是
正
し
よ
う
と
し
た
。

　
広
域
運
営
の
出
発
点
は
五
七
年
一
〇
月
に
自
民
党
基
礎
対
策
特
別
委
員
会
が
「
電
気
事
業
の
基
礎
対
策
（
中
間
報
告
）
」
を
だ
し
た
と

こ
ろ
に
あ
り
、
翌
五
八
年
三
月
に
は
政
府
が
「
電
気
事
業
の
基
礎
対
策
に
つ
い
て
」
を
だ
し
、
こ
れ
を
受
け
て
九
電
力
が
「
電
気
事
業
の

　
－
原
発
立
地
推
進
と
地
域
政
策
の
展
開
　
　
（
一
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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第6図　電源開発（株）送電線延長と融通電力量の推移（1955’｝67年）
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電
発
送
電
線
亘
長
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（

（
実
線
）

500珈

　　55　　　　60　　　　65　67中年

資料：電源開発㈱『電発30年史』1984年4月より筆者合成。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

新
対
策
一
広
域
運
営
の
推
進
と
需
給
並
び
に
料
金

の
安
定
」
を
発
表
し
て
実
施
に
う
つ
し
た
。
中
央

レ
ベ
ル
で
は
中
央
電
力
協
議
会
が
九
電
力
と
電
源

開
．
発
（
株
）
と
で
組
織
さ
れ
」
地
方
レ
ベ
ル
で

は
、
北
地
域
電
力
協
議
会
が
北
海
道
電
力
と
電
源

開
発
で
、
東
地
域
電
力
協
議
会
が
東
北
電
力
と
東

京
電
力
、
電
源
開
発
と
で
、
中
地
域
電
力
協
議
会

が
中
部
電
力
と
北
陸
電
力
、
関
西
電
力
、
電
源
開

発
で
、
そ
し
て
西
地
域
電
力
協
議
会
が
中
国
電

力
と
四
国
電
力
、
九
州
電
力
、
電
源
開
発
で
組
織

さ
れ
、
電
力
の
広
域
運
営
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ

る
。　

こ
の
後
の
電
力
需
給
調
整
の
広
域
化
・
全
国
化

へ
の
過
程
は
、
第
6
図
の
よ
う
に
電
源
開
発
（
株
）

に
よ
る
只
見
系
や
佐
久
間
系
、
九
頭
竜
系
、
北
上

川
系
、
新
豊
根
な
ど
の
大
規
模
水
力
広
域
開
発

や
、
磯
子
（
神
奈
川
）
や
高
砂
（
兵
庫
）
、
竹
原



（
広
島
）
、
若
松
（
福
岡
）
、
松
島
（
長
崎
）
な
ど
の
大
規
模
火
力
発
電
所
建
設
な
ど
を
可
能
に
し
つ
つ
、
主
要
送
電
線
の
連
系
化
と
し
て

　
　
　
　
（
2
）

進
め
ら
れ
た
。
こ
の
過
程
は
四
段
階
に
分
け
ら
れ
、
第
一
段
階
は
一
九
五
八
年
か
ら
六
二
年
ま
で
で
あ
り
、
地
方
ご
と
で
の
電
力
融
通
を

円
滑
に
す
る
た
め
に
超
高
圧
送
電
線
の
連
系
が
五
九
年
に
東
地
域
内
で
、
六
〇
年
に
中
地
域
内
で
、
六
二
年
に
は
西
地
域
内
で
完
成
し

た
。
こ
の
時
期
の
広
域
運
営
は
主
に
異
常
時
融
通
を
中
心
と
し
た
需
給
調
整
、
水
力
発
電
の
余
剰
消
化
電
力
や
石
炭
火
力
高
能
率
運
転
の

た
め
の
火
力
経
済
電
力
な
ど
の
経
済
融
通
が
実
施
さ
れ
た
。

　
（
1
）
　
九
電
力
分
割
体
制
の
矛
盾
は
、
第
一
に
電
力
不
足
と
融
通
の
不
円
滑
で
あ
り
、
第
二
に
原
価
主
義
か
ら
く
る
料
金
高
騰
と
そ
の
地
域
差
で
あ

　
　
　
り
、
第
三
に
こ
れ
ら
の
集
約
的
表
現
と
し
て
の
電
力
各
社
経
理
内
容
の
格
差
に
あ
っ
た
（
栗
原
東
洋
編
『
現
代
日
本
産
業
発
達
史
三
　
電
力
』
現

　
　
　
代
日
本
産
業
発
達
史
研
究
会
、
一
九
六
四
年
一
月
、
四
七
八
～
九
ペ
ー
ジ
）
。
五
一
年
夏
の
異
常
渇
水
に
よ
る
全
国
的
な
電
力
需
給
不
均
衡
が
広

　
　
　
域
運
営
発
足
の
一
つ
の
要
因
と
な
っ
た
。

　
（
2
）
　
電
源
開
発
株
式
会
社
『
電
発
三
〇
年
史
』
一
九
八
四
年
四
月
、
一
四
〇
～
三
ぺ
ー
ジ
。

　
　
2
　
巨
大
火
力
発
電
所
と
電
力
需
給
の
全
国
化

　
広
域
運
営
は
意
図
し
た
成
果
を
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
電
力
会
社
が
九
電
力
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
東
・
中
・
西
ブ
ロ
ッ
ク
単
位

で
の
カ
ル
テ
ル
化
と
、
需
給
調
整
の
全
国
化
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
二
段
階
は
一
九
六
三
年
か
ら
六
七
年
ま
で
で
、
広
域
運
営
の

拡
大
の
時
期
で
あ
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
の
連
系
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
六
五
年
に
佐
久
間
周
波
数
変
換
所
が
で
き
五
〇
ヘ
ル
ツ
と
六
〇

ヘ
ル
ツ
の
壁
が
取
り
除
か
れ
て
、
北
海
道
を
除
く
全
国
連
系
が
で
き
あ
が
っ
た
。
こ
の
時
期
の
広
域
運
営
の
重
点
は
「
貿
易
の
自
由
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

契
機
と
し
て
日
本
経
済
の
国
際
競
争
力
培
養
の
観
点
か
ら
…
事
業
運
営
を
合
理
化
し
、
電
力
原
価
の
高
騰
を
抑
制
す
る
」
こ
と
に
置
か
れ

た
。
－

　
　
－
原
発
立
地
推
進
と
地
域
政
策
の
展
開
　
　
（
一
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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八

　
　
　
　
験
『
図
抽
出
州
擁
縄
張
癖
8
誹
曝
（
画
独
珊
藩
趣
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
規
模
火
力
発
電

隙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
新
増
設
は
第
7
図

　
暑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
よ
う
に
電
源
構
成

　
彌

　
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
の
火
力
の
割
合
を

　
↓

　
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
昇
さ
せ
た
だ
け
で

　
蓼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
く
、
第
8
図
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
に
六
三
年
ま
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
億
W
時
弱
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
k

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
ま
っ
て
い
た
融
通

　
　
。
藝
　
密
　
。
。
　
8
　
ざ
　
胡
　
8
　
鍾
薄
実
攣
六
七
年
に
は

　
　
　
　
筆
画
藩
叢
寵
「
嚢
嘱
誉
奨
§
§
き
」
毒
害
習
鎮
。
　
　
　
六
八
λ
億
圃
鷺

ま
で
急
上
昇
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
電
力
予
備
力
の
向
上
は
電
力
融
通
内
容
を
も
変
化
さ
せ
た
。
第
一
．
段
階
に
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

た
需
給
調
整
融
通
は
相
対
的
に
後
退
し
た
。
ま
た
経
済
融
通
に
関
し
て
も
大
調
整
池
水
力
発
電
の
開
発
や
運
転
費
格
差
の
縮
小
等
が
先
期

で
は
大
宗
で
あ
っ
た
余
剰
消
化
電
力
と
火
力
経
済
電
力
と
を
後
退
さ
せ
、
代
わ
り
に
委
託
運
転
予
備
電
力
や
貯
水
調
整
融
通
な
ど
を
増
加

さ
せ
た
。
そ
の
他
、
電
源
開
発
（
株
）
か
ら
供
給
さ
れ
る
特
定
融
通
や
他
電
力
会
社
の
送
電
線
等
の
電
力
施
設
を
利
用
す
る
だ
け
の
系
統

運
用
電
力
が
増
え
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
段
階
は
六
八
年
か
ら
七
三
年
ま
で
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
発
電
所
建
設
を
含
む
公
害
反
対
の
住
民
運
動
が
高
揚
す
る
な
か
で
、

㎝
一
〇

ま

l
I
1
1
1
1
1
1
隻
」
1
聾
1
撃
1

曜
。

　
亜
1
隈
1
暑
1
．
馨
1
書
一
膳
■
寅
》
勢
導
出

一
l
I
l
j
●
l
l
I
l
i
l
l
l

嘗
1 1

1

，

1 1 1
1

1 1 1

1
1

曽 1

1
1

I
l

l
1

1 1 ‘

1
事

1

1
1

「 1
1

1
1

1

1

1

事 1
1

1
1

［ 1

1
1

1

1
，

，
，

『
酢
1

’

1

1
’1
1

1

1



第8図融通電力融通実績の推移
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1
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資料：電力年報委員会r電気事業の

経
済
性
を
追
求
し
た
発
電
所
の
大
規
模
化
、
電
力
運
営
の
一
層
の
広

域
化
示
進
め
ら
れ
た
。
電
力
供
給
源
構
成
で
は
六
七
年
か
ら
火
力
発

電
が
水
力
発
電
を
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
六
八
年
以
降
は
一
〇
％
前

後
の
電
力
予
備
力
を
も
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
六
八

年
四
月
に
は
「
電
力
需
要
並
び
に
設
備
の
超
長
期
展
望
」
を
指
針
と

し
て
「
…
広
域
運
営
の
強
化
に
関
し
て
は
、
一
、
今
後
の
電
源
開
発

は
大
規
模
火
力
発
電
お
よ
び
原
子
力
発
電
と
、
こ
れ
に
大
規
模
揚
水

発
電
を
組
み
合
わ
せ
た
形
態
が
経
済
性
を
高
め
る
。
二
、
こ
の
た
め

に
は
広
域
運
営
体
制
を
一
段
と
強
化
し
て
、
九
電
力
会
社
及
び
電
源

開
発
が
一
体
と
な
っ
た
企
画
機
関
を
整
備
強
化
し
、
す
み
や
か
に
合
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理
的
な
広
域
運
営
計
画
を
樹
立
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
提
言
が
電

気
事
業
審
議
会
か
ら
だ
さ
れ
、
同
年
七
月
に
は
中
央
電
力
協
議
会
が

こ
れ
を
「
広
域
運
営
の
新
展
開
の
基
本
方
策
」
と
し
て
具
体
化
し

た
。
融
通
実
績
は
一
五
〇
億
W
時
を
軸
と
し
て
変
動
し
な
が
ら
推
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
k

し
た
が
、
第
二
段
階
と
の
内
容
的
な
違
い
は
、
電
源
開
発
（
株
）
か

ら
供
給
さ
れ
る
特
定
（
契
約
）
融
通
が
三
分
の
一
近
く
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
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（
1
）
　
電
力
年
報
委
員
会
『
昭
和
五
六
年
版
　
電
気
事
業
の
現
状
と
三
〇
年
の
歩
み
』
一
九
八
二
年
三
月
、
日
本
電
気
協
会
、
一
〇
八
ぺ
ー
ジ
。

　
（
2
）
　
前
掲
、
注
（
1
）
一
〇
九
～
一
一
〇
ペ
ー
ジ
。

　
　
3
　
原
発
立
地
と
電
力
融
通
の
質
的
強
化

　
第
四
段
階
は
七
四
年
以
降
で
あ
り
、
石
油
危
機
後
の
電
力
需
要
停
滞
下
で
の
原
発
シ
フ
ト
に
と
も
な
う
広
域
運
営
の
時
期
で
あ
る
。
七

六
年
六
月
に
は
新
た
な
広
域
運
営
の
拡
大
策
が
公
表
さ
れ
た
。
　
「
…
低
経
済
成
長
へ
適
応
す
る
企
業
体
質
の
充
実
、
設
備
の
建
設
・
運
用

に
関
す
る
協
調
、
原
子
力
発
電
の
本
格
導
入
な
ど
を
克
服
す
る
た
め
、
一
、
電
源
の
共
同
立
地
、
二
、
原
子
力
の
共
同
開
発
、
三
、
電
力
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融
通
強
化
の
た
め
の
連
系
線
の
拡
充
、
四
、
資
源
の
広
域
運
営
、
五
、
機
器
の
標
準
化
、
の
五
つ
」
を
課
題
と
し
て
あ
げ
、
原
発
立
地
を

強
力
に
推
進
し
て
き
て
い
る
。
石
油
消
費
と
電
力
コ
ス
ト
を
抑
制
し
、
電
力
の
広
域
需
給
運
用
を
促
進
す
る
た
め
に
、
七
五
年
か
ら
受
給

電
力
単
価
の
計
算
方
式
を
平
均
運
転
方
式
か
ら
増
分
運
転
方
式
に
変
更
し
た
。
ま
た
、
電
力
量
の
返
還
を
伴
う
場
合
の
融
通
方
式
を
全
国

融
通
に
と
り
い
れ
た
。
連
系
網
に
つ
い
て
は
、
七
七
年
に
新
信
濃
周
波
数
変
換
所
が
完
成
し
、
七
九
年
に
は
津
軽
海
峡
ケ
ー
ブ
ル
が
で
き
、

全
国
連
系
が
で
き
あ
が
る
と
と
も
に
、
連
系
網
が
一
段
と
強
化
さ
れ
た
。

　
高
度
経
済
成
長
初
期
ま
で
は
圧
倒
的
に
水
力
発
電
中
心
で
あ
り
、
国
土
総
合
開
発
法
に
基
づ
く
特
定
地
域
開
発
計
画
に
よ
り
、
ダ
ム
式

の
水
力
発
電
所
の
建
設
が
山
間
部
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
特
に
東
北
南
部
か
ら
中
部
高
地
に
い
た
る
中
部
山
岳
地
帯
に
集
中
し
た
。

高
度
経
済
成
長
が
本
格
化
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
電
力
市
場
が
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
に
ま
す
ま
す
集
中
す
る
よ
う
に
な
り
、
電
源
構
成
も
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水
力
か
ら
火
力
に
中
心
が
移
行
し
、
火
力
発
電
所
が
既
成
工
業
地
帯
と
新
産
業
都
市
に
建
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
七
〇
年
代
か
ら
原
子
力
発

電
所
が
海
岸
部
の
過
疎
地
帯
笠
地
し
て
い
っ
た
の
で
（
翠
そ
し
て
五
・
轟
の
超
塵
送
電
鰹
第
9
図
の
よ
畠
、
一
響
除
け

ば
南
関
東
と
福
島
県
浜
通
り
の
原
発
と
を
、
お
よ
び
京
阪
神
・
山
陽
と
福
井
県
若
狭
湾
原
発
と
を
結
ぶ
よ
う
に
建
設
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
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1
原
発
立
地
推
進
と
地
域
政
策
の
展
開
　
　
（
一
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
二
一
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二
二

る
。
最
近
の
発
電
所
の
立
地
動
向
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
八
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
電
力
需
要
の
伸
び
悩
み
と
構
造
的

供
給
過
剰
と
か
ら
く
る
立
地
再
編
成
の
問
題
で
あ
る
。
全
国
の
電
力
需
要
は
、
八
○
年
四
三
六
四
億
W
時
、
八
三
年
四
八
○
八
億
W
時
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
k
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
K

い
う
よ
う
に
増
加
し
て
き
て
い
る
が
、
需
要
を
電
灯
需
要
と
電
力
需
要
と
に
分
け
て
み
る
と
、
産
業
用
と
し
て
の
電
力
は
七
九
年
か
ら
八

O
年
に
か
け
て
四
一
・
五
億
W
時
の
需
要
減
少
が
見
ら
れ
て
い
る
。
電
力
会
社
別
で
検
討
す
惹
と
、
総
需
要
で
は
八
一
年
に
沖
縄
・
八
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
k

年
に
北
海
道
、
北
陸
、
中
国
、
四
国
の
各
電
力
会
社
で
対
前
年
度
減
退
が
み
ら
れ
、
電
力
需
要
だ
け
に
絞
る
と
八
○
～
八
二
年
の
間
に
一
．

～
三
年
の
範
囲
で
す
べ
で
の
電
力
会
社
で
対
前
年
度
減
退
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
方
に
お
い
て
原
発
の
新
・
増
設
が
、
既
に
述
べ
た

よ
う
な
背
景
に
よ
っ
て
強
力
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
構
造
的
な
電
力
供
給
過
剰
を
抱
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
電
力

需
要
の
伸
び
悩
み
は
、
他
方
に
お
い
て
既
設
の
発
電
所
の
操
業
率
の
引
き
下
げ
や
出
力
減
少
凸
休
止
さ
ら
に
は
廃
止
を
含
ん
だ
再
編
成
問

題
が
登
場
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
七
七
～
八
四
年
の
八
年
間
で
、
九
電
力
会
社
の
新
・
増
設
と
休
・
廃
止
の
動
向
を
み
る
と
、
三
五
二
五
万
W
分
の
発
電
所
が
新
・
増
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
k

さ
れ
、
一
九
九
万
W
分
の
発
電
所
が
休
・
廃
止
と
な
っ
た
。
電
源
別
構
成
は
、
新
・
増
設
で
は
火
力
四
五
・
四
％
、
原
子
力
三
二
・
五
％
、

　
　
　
　
　
　
　
k

水
力
二
二
・
一
％
で
あ
り
、
休
・
廃
止
で
は
火
力
九
三
・
六
％
、
水
力
六
・
四
％
、
原
子
力
皆
無
で
あ
っ
た
。
火
力
発
電
所
の
休
・
廃
止

は
七
七
～
■
八
○
年
で
は
二
千
～
六
千
W
と
小
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
八
一
～
八
四
年
に
な
る
と
五
〇
～
八
三
万
W
と
い
っ
た
大
規
模
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k

の
も
の
も
対
象
と
な
っ
た
。

　
発
電
所
の
地
域
的
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
も
、
例
え
ば
電
力
大
消
費
地
に
近
い
東
京
湾
岸
で
は
、
東
京
電
力
は
旧
式
化
し
た
火
力
発
電
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

所
群
を
【
万
W
級
の
燃
料
電
池
発
電
所
の
立
地
場
所
に
す
る
計
画
を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
大
消
費
地
か
ら
は
な
れ
た
東
北
で
は
東
北

　
　
　
　
　
k
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

電
力
は
女
川
原
発
の
稼
働
に
よ
っ
て
自
身
の
余
剰
電
力
を
抱
え
た
り
、
東
京
電
力
福
島
第
二
原
発
、
同
柏
崎
・
刈
羽
原
発
か
ら
の
二
〇



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

W
の
電
力
引
き
取
り
な
ど
に
よ
っ
て
、
割
高
に
な
っ
た
新
潟
次
力
や
秋
田
火
力
、
新
仙
台
火
力
な
ど
の
石
油
火
力
発
電
所
を
、
部
分
的

　
k

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

な
い
し
は
全
面
的
に
休
・
廃
止
し
て
き
て
い
る
。

　
（
1
）
　
電
力
年
報
委
員
会
『
昭
和
五
六
年
版
　
電
気
事
業
の
現
状
と
三
〇
年
の
歩
み
』
一
九
八
二
年
三
月
、
日
本
電
気
協
会
、
一
一
一
ぺ
ー
ジ
。

　
（
2
）
　
隅
倉
直
寿
「
電
力
産
業
」
　
『
日
本
工
業
の
地
域
構
造
』
　
（
北
村
嘉
行
・
矢
田
俊
文
編
著
）
一
．
九
七
七
年
一
一
月
、
大
明
堂
。

　
（
3
）
　
政
策
科
学
研
究
所
『
地
域
別
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
コ
ス
ト
の
地
域
開
発
効
果
に
関
す
る
調
査
』
一
九
八
一
年
三
月
。

　
（
4
）
　
こ
の
燃
料
電
池
電
気
と
と
も
に
排
熱
水
が
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
地
域
冷
暖
房
の
熱
源
に
利
用
す
る
と
熱
効
率
が
八
O
％
に
も
達
す
る
の
で
、
そ

　
　
　
の
立
地
場
所
は
排
熱
利
用
の
需
要
の
あ
る
と
こ
ろ
が
望
ま
し
い
（
『
日
本
経
済
新
聞
』
八
四
年
五
月
九
日
）
。

　
（
5
）
　
『
日
本
経
済
新
聞
』
八
四
年
六
月
一
二
日
。

　
（
6
）
　
『
日
本
経
済
新
聞
』
八
四
矩
四
月
二
一
日
。

一
原
発
立
地
推
進
と
地
域
政
策
の
展
開
　
　
（
一
）
1

二
三


